
こ
の
情
報
を
受
け
今
後
の
支
部
で
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
、
さ
が
み
野
支
部
は
緊

急
四
役
会
議
を
開
き
、
中
央
本
部
、
神
奈

川
地
区
本
部
の
意
向
を
受
け
て
、
ま
ず
先

に
組
合
員
へ
周
知
を
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、

次
の
様
な
方
針
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

今
回
の
給
与
振
込
一
口
座
化
へ
の
移
行

は
、
あ
く
ま
で
も
組
合
員
本
人
の
意
思
を

尊
重
す
る
こ
と
と
し
、
組
合
と
し
て
は
、

こ
の
原
則
一
口
座
化
へ
の
協
力
は
し
な
い

立
場
を
取
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
理
由
の
一
つ
目
は
、
十
数
年
前
に
現

金
支
給
か
ら
口
座
振
込
へ
の
移
行
に
あ
た

り
、
複
数
口
座
へ
の
振
込
を
設
け
る
こ
と

を
条
件
に
組
合
は
認
め
た
経
緯
が
あ
り
、

諸
状
況
の
変
化
を
理
由
に
組
合
員
と
の
約

束
は
反
故
に
で
き
な
い
こ
と
。
二
つ
目
と

し
て
、
労
基
法
で
は
賃
金
支
払
い
に
際
し

守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
賃
金
支
払
い

の
五
原
則
」
（
＊
③
）
が
あ
り
、
そ
の
中

で
「
賃
金
は
通
貨
で
直
接
労
働
者
に
、
そ

の
全
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
な
っ
て
お
り
、
給
与
振
込
一
口
座
化
へ

の
移
行
は
も
と
よ
り
、
口
座
振
込
に
関
し

て
も
法
的
に
強
制
で
き
な
い
と
解
釈
で
き

る
。
ま
た
、
事
実
と
し
て
法
律
上
、
防
衛

省
も
強
制
は
し
な
い
と
約
束
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

静
岡
県
御
殿
場
市
に
あ

る
米
海
兵
隊
施
設
の
キ
ャ

ン
プ
富
士
に
は
、
従
業
員

約
百
三
十
名
が
勤
務
し
て

お
り
、
現
在
、
三
五
名
の

組
合
員
が
さ
が
み
野
支
部

に
加
盟
し
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
冨
士
に
は
労
働
組
合
が
存
在

し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
軍
車
両
で
出
張

し
た
際
に
旅
費
が
支
給
さ
れ
な
い
職
場
が

あ
る
な
ど
問
題
が
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
四

年
度
に
キ
ャ
ン
プ
富
士
の
従
業
員
が
神
奈

川
地
区
本
部
へ
組
合
加
入
し
、
交
渉
を
行

い
解
決
に
至
っ
た
。

一
昨
年
に
は
、
労
管
が
座
間
に
統
合
さ
れ

た
の
を
契
機
に
、
地
区
本
部
直
轄
か
ら
、

さ
が
み
野
支
部
の
組
織
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
現
地
に
組
合
事
務
所
が
な
い
こ

と
か
ら
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
に
制
約
が
あ
る

状
態
が
続
い
て
い
た
の
で
、
こ
の
二
月
、

キ
ャ
ン
プ
富
士
の
ゲ
ー
ト
の
近
く
に
事
務

所
を
借
り
、
富
士
地
区
の
役
員
を
中
心
に

事
務
所
運
営
を
始
め
た
。

今
後
は
組
織
情
報
宣
伝
部
を
中
心
に
、

座
間
な
ど
と
同
様
に
ゲ
ー
ト
前
ビ
ラ
ま
き

や
組
合
オ
ル
グ
等
を
行
い
、
組
合
員
過

半
数
達
成
に
む
け
た
組
織
拡
大
の
取
組
み

を
行
っ
て
行
く
計
画
で
あ
る
。

住
所
・
静
岡
県
御
殿
場
市
中
畑
二
〇
九
四

の
四
一

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
二
〇
二

℡
・
〇
五
五
〇
‐
八
〇
‐
三
一
六
八
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防
衛
省
は
労
管
を
通
じ
て
三
月
の
給
与
明
細
の
配
付
時
に
、
現
在
二
口
座

ま
で
指
定
で
き
る
給
与
の
振
込
先
を
、
原
則
一
口
座
と
す
る
「
給
与
の
振
り

込
み
口
座
の
原
則
一
口
座
へ
の
お
願
い
」
（
＊
①
下
記
参
照
）
の
お
知
ら
せ

を
配
付
す
る
方
向
で
い
る
。

一
口
座
化
の
理
由
と
し
て
、
昨
年
十
月
の
会
計
検
査
院
か
ら
の
処
置
要
求

（
＊
②
）
の
指
摘
と
、
十
一
月
に
全
従
業
員
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

組
合
と
し
て
は
変
更
す
る
こ
と
は
本
人
の
意
思
に
任
せ
る
と
し
な
が
ら
も
、

第
二
口
座
を
必
要
と
す
る
方
は
引
き
続
き
使
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

給
与
振
込
の
第
二
口
座
・
廃
止
の
動
き

変
更
に
は
本
人
の
承
諾
が
必
要

一
口
座
化
へ
の
強
制
は
さ
せ
な
い

説 明

＊① 国家公務員の特例処置として、

単身赴任者等により二重生活を強いら

れている場合

＊② 会計検査院からの指摘とは、駐

留軍等従業員への給与支払事務におい

て一口座化することにより、年間五百

万円の節約が出来るとしている。

＊③ 使用者は労働者に対して、原則

として通貨で賃金を支払わなければな

らない。（労働基準法第二四条一項）

全
駐
労
は
、

社
会
救
援
活

動
と
し
て
、

連
合
愛
の
カ

ン
パ
と
予
測

不
可
能
な
地

震
、
火
山
噴

火
、
風
水
害
、

寒
波
な
ど
の

自
然
災
害
に

対
す
る
カ
ン

パ
要
請
に
応

え
る
も
の
と
し
て
、
全
駐
労
愛
の
カ
ン

パ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二
〇
一
二
年
度
は
昨
年
十
一
月
か
ら

全
国
の
全
駐
労
で
取
り
組
み
、
支
部
と

し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
会
で
カ
ン
パ
活

動
を
行
い
、
中
央
本
部
に
送
金
し
た
。

全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
金
額
の
う
ち

七
十
万
円
を
連
合
愛
の
カ
ン
パ
に
支
出

し
、
残
り
を
全
駐
労
『
愛
の
カ
ン
パ
』

積
立
金
会
計
に
積
立
ら
れ
た
。

こ
れ
ま
で
に
組
合
本
部
で
行
っ
て
き

た
主
な
災
害
支
援
カ
ン
パ
は
新
潟
中
越

地
震
被
害
へ
の
義
援
金
、
ス
マ
ト
ラ
沖

大
津
波
被
害
へ
の
義
援
金
、
パ
キ
ス
タ

ン
地
震
被
害
へ
の
義
援
金
、
ビ
ル
マ
中

南
部
サ
イ
ク
ロ
ン
被
害
へ
の
義
援
金
、

中
国
四
川
省
大
地
震
被
害
へ
の
義
援
金

な
ど
が
あ
る
。

さがみ野支部
合計： ５９，３４４ 円

２９．５１ ドル

中央本部集計
１，２３８，０９８円

富
士
の
組
合
員
の
拠
点

富士分会

事務所 開設

《
全
駐
労
・
愛
の
カ
ン
パ
》

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た 支部役員との冨士分会職場会議 2/8



国
家
公
務
員
の
給
与
削
減
に
つ
い
て
、

二
〇
一
一
年
度
分
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ

き
０
・
二
三
％
の
引
き
下
げ
を
昨
年
四
月

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
実
施
し
、
こ
の
四
月
か

ら
の
二
年
間
は
こ
の
人
勧
分
を
含
め
て
平

均
七
・
八
％
引
き
下
げ
る
こ
と
が
二
月
中

に
可
決
成
立
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。

ま
た
給
与
削
減
法
案
と
セ
ッ
ト
で
成
立

を
め
ざ
す
国
家
公
務
員
に
労
働
基
本
権
を

付
与
す
る
国
家
公
務
員
制
度
改
革
関
連
法

案
に
つ
い
て
は
「
審
議
入
り
と
合
意
形
成

に
向
け
て
環
境
整
備
を
図
る
」
だ
け
に
留

ま
り
、
給
与
削
減
だ
け
が
先
行
さ
れ
る
。

人
勧
の
削
減
分
は
人
事
院
勧
告
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
防
衛
省
が
米
軍
側
に
説
明

を
行
っ
て
お
り
、
給
与
の
協
定
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
同
時
同
率
で
実
施
の
調
印
と
な

る
見
込
み
で
、
二
月
分
の
給
与
か
ら
、
不

足
分
は
ボ
ー
ナ
ス
で
引
き
落
と
さ
れ
る
。

国
家
公
務
員
の
給
与
削
減
七
・
八
％
の

臨
時
特
例
法
案
は
、
駐
労
へ
の
導
入
も
財

務
省
は
す
で
に
防
衛
省
に
打
診
は
し
て
い

る
が
、
ま
だ
正
式
に
は
防
衛
省
か
ら
組
合

に
話
は
き
て
い
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
組
合
の
考
え
方
と
し
て

四
年
前
の
格
差
給
等
の
引
き
下
げ
で
す
で

に
引
き
下
げ
は
済
ん
で
い
る
と
の
考
え
で
、

給
与
削
減
は
到
底
納
得
は
で
き
ず
阻
止
す

る
方
向
で
い
る
。
ま
た
、
組
合
と
米
軍
と

の
非
公
式
の
打
合
せ
で
も
、
従
業
員
給
与

の
大
幅
な
削
減
に
は
、
反
対
の
立
場
で
あ

る
と
の
情
報
も
入
っ
て
い
る
。

（２） ２００３年１１月１２日 けやき 第７１号 支部 ０１２０－８０１－５７２ 相模分会 ０１

Ｅメールアドレス：さがみ野支部 z-sag@amber.plala.or.jp 相模分会 s-sag@amber.plala.or.jp 富士分会 fujibunkai@gflusagamino.jp

（２）

人
事
院
勧
告
〇
・
二
三
％
引
下
同
時
同
率
実
施
？

国
公
給
与
削
減
法
案
は
対
米
提
案
で
難
航
か
？

今回はお江戸に進出！完成間近のスカイツリーを

通り、江戸の昔町を再現した下町風俗資料館を見
学、上野公園の桜を眺めます。
実施日 ：3月31日（土） ９時半集合

ツアー名：スカイツリー上野お花見ウォーキング

集合場所：京成・地下鉄押上駅改札

駐健保では皆さんの健康づくり、体力づくりを目

的として毎月ウォーキング・ハイキングを実施し

ています。雨天時確認ダイヤル090－4622－0451

駐健保ウォーキング＆ハイキング

青年女性部では、

陶芸体験教室を開催いたします。

自分だけのオリジナル陶器を

作ってみませんか？

日時： ３月３１日（土）４月７日（土）１４日（土）

３日間のうち希望の一日

９時４５分集合１０時スタート （１時間半位）

１クラス１０人程度

費用： 一人 ２，５００円 （粘土１ｋｇ 焼き代含む）

場所： さがみ野支部 座間分会

講師： アトリエ キド 石丸さん

締切：３月１６日（金）迄に参加申し込み書に参加費を添えてお申

し込み下さい。（申込書は別途、職場に配布します）

２０１１度の給与・人事院勧告

月例給は引下げ改定、ボーナスは

改定見送り～平均年間給与は△1.

5万円（△0.23％）

国家公務員給与が民間給与を上回

るマイナス較差（△0.23％）を解

消するために、50歳代を中心に40

歳代以上を念頭に置いた棒給表の

引下げ。ボーナスの改定はなし

組織内議員

池田のりはる（座間）

５期目にむけて

『
新
春
の
つ
ど
い
』

人
事
院
勧
告
の
０
・
23
％
引
き
下
げ
と
平
均
７
・
８
％
削
減
す
る
臨
時

特
例
法
案
が
今
月
中
に
成
立
す
る
見
通
し
に
な
っ
た
。

人
事
院
勧
告
に
つ
い
て
は
日
米
の
給
与
に
関
す
る
協
定
が
あ
る
こ
と
か

ら
調
印
さ
れ
、
同
時
同
率
で
実
施
に
な
る
見
込
み
。

だ
が
、
震
災
復
興
費
に
絡
む
国
家
公
務
員
の
給
与
削
減
の
臨
時
特
例
法
案
は
、

全
駐
労
と
し
て
四
年
前
の
格
差
給
等
の
引
き
下
げ
が
あ
り
、
七
・
八
％
の
給

与
削
減
は
全
力
で
阻
止
す
る
方
向
で
い
る
。

お 知 ら せ

第1回支部委員会

３月１４日（水）１８時～ サニープレース座間２階会議室

対象：支部委員、執行部

中央本部とのさがみ野・厚木合同対話集会

４月３日（火）１８時～ ハーモニーホール２階大会議室

対象：執行部、とくに発言したい方

陶 芸 教 室

さ
が
み
野
支
部
の
組
織
内
議

員
の
池

田
の

り
は
る

氏
の

「
新
春
の
集
い
」
が
二
月
一

八
日
に
行
わ
れ
、
今
年
九
月

に
行
わ
れ
る
座
間
市
市
議
会

議
員
選
挙
に
向
け
て
の
出
馬

表
明
が
さ
れ
、
五
期
目
に
向

け
て
当
選
を
誓
っ
た
。

来
賓
に
斉
藤
つ
よ
し
官
房
副

長
官
、
橘
秀
徳
、
本
賢
太
郎

衆
議
院
議
員
ら
が
訪
れ
た
。


